




On Universality in Japanese Traditional Art Expression





















































































































































































































































































































































































































KOKUSHIKAN UNIVERSITY BUTOKU-KIYOO (NO.35)
呈していると云えるものであり、近世における妙術・妙花である。この妙花は、前述
のとおり中世・近世・近代をとおして、一貫して超越的な域に位置している。いわば、
これは、絶対的時間上に活き続けているといえるものであろう。
まさに、これは、日本古伝龍表現においても、本質的に国風文化の継承が認められ
るものである。先述のとおり、全体は、静的であり自然体で、部分を現わし、或いは、
多くを雲波等で覆い秘されての簡素な表現である。さらには、爪においても削りの志
向性により、３本爪となっており、口は、閉ざされている。
ここに、日本古傳藝術表現の絶妙なる妙花・省略の風雅が認められるものである。
つまり、余白・空間・無は普遍的要素の上に咲く花としての多様性の妙花である。
これこそが日本古傳藝術表現の本質である。
より良き社会の進展における、あらゆる可能性はこの妙花・省略の風雅の中に秘め
られているのである。
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